
1

幼保連携型認定こども園 一麦保育園 重要事項説明書

2024年 3月 1日現在
１．施設の目的及び運営の方針

（１）運営主体（事業者の概要）

事業者の名称 社会福祉法人イエス団

事業者の所在地 神戸市中央区吾妻通5－2－20

事業者の連絡先 078－221－9565

代表者氏名 理事長 神 﨑 清 一

（２）施設の概要

種別 幼保連携型認定こども園

名称 幼保連携型認定こども園 一麦保育園

所在地 西宮市高木東町３０番３号

連絡先 （電話番号） ０７９８－６７－２７７５

（ＦＡＸ番号） ０７９８－６７－１８９３

園長氏名 梅村 新

沿革 1932(昭和7)年 賀川豊彦により一麦保育園創立

1948(昭和23)年 児童福祉施設として認可

1954(昭和29)年 社会福祉法人イエス団の一事業所となる

1968(昭和43)年 園舎増改築

1995(平成7)年 新館増築

2018(平成30)年 園舎・園庭全面改築工事

2019(平成31)年 新園舎・園庭完成

2019(平成31)年4月 幼保連携型認定こども園として認可

利用定員 年齢区分 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 合計

１号 １人 １人 ４人 ６人

２号・３号 １７人 ２７人 ３３人 ３３人 ３３人 ３３人 １７６人

合計 １７人 ２７人 ３３人 ３４人 ３４人 ３７人 １８２人

当園の基本理念・方針 １．創立者賀川豊彦の原点である｢いと小さき者に仕える｣ことを基本理

念とし、賀川が目指した児童福祉と幼児教育の理念(一麦の原点)を

想起し、キリスト教精神を重んじながら、地域社会とともに生きるため

に、時代の中で果たすべき役割を常に考えつつ進む。

２．よい環境の中で｢ひとりひとりを大切にする｣保育を目指す。

３．子どもを一個の人格として尊重し、常に子どもの「最善の利益」が

守られるよう配慮する。

４．子どもが現在を最もよく生き、望ましい未来をつくり出す力の基礎を

培う。

５．地域の子育て支援のための役割を積極的に果たす。
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（３）施設の概要

敷地 敷地全体面積 1909.48 ㎡
園庭面積 589.38 ㎡

園舎 構造・延床面積 鉄骨造２階建・1163.82 ㎡
耐火建築物 耐火建築物

（４）主な設備の概要

設備 部屋数 備考

乳児室 ほふく室 保育室 10室

遊戯室 2室

沐浴室 3室

調理室 1室

調乳室 1室

事務室 1室 （職員室・保健室）

便所 5か所 （大9器、小9器、乳児用3か所）

大人用便所 5か所 （大5器）

（５）職員体制（2021 年４月現在）
職種 員数 常勤 非常勤 備考

園長 １人 １人

主幹保育教諭 2人 2人

保育教諭 29人 21人 8人

栄養士 4人 4人

調理員 4人 4人

事務職員 3人 2人 1人

学校医 1人 ― 1人

学校歯科医 1人 ― 1人

学校薬剤師 1人 ― 1人

（６）利用定員ごとの提供する日及び時間並びに提供を行わない日

【１号認定子ども（教育標準時間認定）】

提供する曜日 月曜日から金曜日まで

保育時間 教育標準時間 午前８時３０分～午後２時３０分（６時間）

預かり保育 保育時間 朝： ７時30分～ ８時30分

夕：午後２時30分～ ６時30分

休業日 日曜日・土曜日・祝日

年末・年始（１２月２９日～ １月３日）

※夏季・冬季 ・春季休業 夏季（８月１１日～８月２０日）

中の保育は預かり保育と 冬季（１２月２６日～１月８日）

なります。 春季（３月２６日～３月３１日）
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【２号・３号認定子ども（保育認定）】

提供する曜日 月曜日から土曜日まで

保育時間 保育標準時間 午前7時30分 ～ 午後6時30分（１１時間）

保育短時間 午前8時30分 ～ 午後4時30分（８時間）

延長保育 夕方 ：午後6時30分～７時00分

開所時間 月～金曜日 午前7時30分～午後7時00分

土曜日 午前7時30分～午後7時00分

休業日 日曜日・祝日

年末年始（１２月２９日～１月３日）

（７）利用料等

利用者負担 0～2歳 利用子どもが居住する市町村が定める利用者負担額

※出席の有無 (休園含 （月額保育料）

む)に関わらず納入する 3歳児以上(2号認定子ども)に係る給食主食費 月額1,300円

ものとします 3歳児以上(2号認定子ども)に係る給食副食費 月額5,400円

3歳児以上(1号認定子ども)に係る給食費 月額6,700円

延長保育にかかる利用 延長保育にかかる時間外保育料 月額3,000円

者負担金 日額300円

預かり保育にかかる利 １号認定子どもにかかる預かり保育料/30分 月額1,000円

用者負担 日額100円

上乗せ実費徴収 こひつじノート ４３０円

カラー帽子(お下がり可) 1,100円

アルバム代 0～4歳 300円/年

5歳 3,500円

行事に係る費用(バス代、参加費等) 別途連絡

その他 諸費 別途連絡

※上記利用料等については、変更・追加することがあります。
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（８）支払方法

毎月の利用料等（保育料、給食費、諸費等）については、毎月27日に銀行口座からの引き

落としとなりますので、ご協力をお願い致します。手数料は１回112円で同時に引き落とし

となりますのでご了承ください。27日が金融機関休業日の場合はその翌営業日です。

（９）提供する特定教育・保育の内容

延長保育 午後6時30分～午後7時まで。月額3,000円、1日300円。

定員枠があります。

あゆみ保育 入所時に保育所事業課で面接を行います。

(障がい児保育) 集団保育が可能なおおむね3歳以上の児童が対象です。

地域子育て支援 育児相談、子育て教室、園庭開放

(10)一麦保育園の一日
時間帯 0歳児 1・2歳児 3歳児以上
7:30 順次登園 順次登園 順次登園

室内遊び 室内遊び 自由遊び

9：00 外気浴 外遊び

10：00 水分補給 水分補給 毎日体操、課業、礼拝(週1回)

室内遊び 外遊び

11：00 順次昼食 室内遊び

12：00 睡眠 順次昼食 順次昼食

睡眠 睡眠

15：00 起きた子どもから 起床 起床

順次おやつ・ミルク等 おやつ おやつ

室内遊び

16：00 随時降園 室内遊び 外遊び

16：30 (着替え/排泄) 随時降園 随時降園

延長保育児のみ軽食 (着替え/排泄)

18：30 延長保育児のみ おやつ 延長保育児のみ おやつ
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（11）年間行事予定
月 行事内容

４月 入園 進級 イチョウ雄花観察 全園児の健康管理のため

５月 子どもの日の集い 親子遠足(幼児クラス) 年1～2回 内科、眼科、

６月 歯磨き指導 園外保育(5歳児) 歯科、耳鼻科検診及び身

７月 七夕 プール遊び お楽しみデー(5歳児) 体測定を実施。

８月 夏期保育 プール遊び ０～１歳児については、

９月 祖父母へのお便り 園外保育(5歳児) 内科検診と身体測定を定

１０月 親子で遊ぼうデー(幼児クラス) 期的に実施。

園外保育(幼児クラス) 芋掘り

１１月 バザー 感謝祭 豚汁パーティー 児童交流会 視力検査(9月)

１２月 クリスマス礼拝・祝会

１月 公開保育(幼児クラス)

２月 節分の集い 公開保育(乳児クラス)

小学校との交流会(5歳児) お別れ遠足

３月 ひなまつり お別れ会 卒園式 新入園児面接

(12)給食について

給食の方針 食事の楽しさやおいしさ、自然の恵みや食材、人への感謝の気持ちが育つように、

また、子どもたちが愛情のこもった食事であると実感できるように、安心で安全な

給食を作ってまいります。そして、保育士と調理員がそれぞれの専門性を活かしな

がら、様々な食育の取り組みを進めていきます。

給食の提供を 保育の提供をする日は、食事の提供を行いますが、行事等に併せてお弁当の持参

行う日 をお願いする日があります。献立表は、毎月のお便りで別途お知らせします。

アレルギー等への 西宮市が策定する「保育所における食物アレルギー・アナフィラキシー対応の手引

対応 き」に基づき、適切な対応に努めています。アレルギー、その他の事情により給食に

配慮が必要な場合は、できる限りお子さんに合わせていきますので、あらかじめご

相談ください。その際は、医師による診断書の提出が必要です。

その他の衛生 日々の健康管理、確認及び検便検査の実施（一ヶ月に２回）による調理従事職員

管理等 の健康管理を徹底しています。調理室の清掃及び整理整頓を実施し、衛生管理区

分の維持管理を徹底しています。
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（13）利用の開始及び終了に関する事項及び利用に当たっての留意事項

利用者の内定 【１号認定子ども】施設の管理者による選考

【２号・３号認定子ども】西宮市が行う利用調整による

利用決定 利用契約書の締結による

退園理由 １号・２号・３号認定に該当しなくなったとき（卒園を含む。）

保護者から退園の申出があったとき

利用継続が不可能であると市が認めたとき

その他、利用継続の重大な支障又は困難が生じたとき

(14)地域との交流・子育て支援事業

○子どもたちがいろいろな人との関わりをもつことを大事に思っています。

・地域の幼稚園や民間保育園との交流をしています。

・小学校との滑らかな接続を目的に地域の小学校との交流をしています。

・地域のお年寄りの方との交流を年間を通して計画的にしています。

○地域の子育て支援事業を行っています。

・園庭開放や育児相談、子育て教室等を実施して地域の子育て支援をしています。

(15)実習生の受入れについて

次世代育成を担う保育士の人材育成を願い、また地域とのつながりになればと考え、関係教育機関の

実習生の受入れをしています。

(16)トライやるウィークの受入れについて

目的を『地域の人々との交流を持つことにより、子どもの社会体験の場を広げ社会性を育てる』、『中

学生をはじめ地域の人々に保育所や子どもへの理解を得る』とし、市内の中学２年生の生徒を５日間保

育園で受け入れます。

（17）学校医・学校歯科医・学校薬剤師

学校医 氏 名 村上 博 (村上こどもクリニック)

所在地 西宮市長田町１番２０号

電話番号 ０７９８－６９－０３３５

学校 氏 名 中逵 敬太 (なかつじ矯正・小児歯科)

歯科医 所在地 西宮市高木西町３番２０号

電話番号 ０７９８－６５－６３３３

学校 氏 名 森田 幸江 (西宮市薬剤師会)

薬剤師 所在地 西宮市池田町13－2

電話番号 ０７９８－２６－３４１０
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(18)主に利用している医療機関

総合 西宮市立中央病院 林田町8－24 64-1515

歯科 なかつじ矯正・小児歯科 高木西町3－20 65-6333

歯科 中津浜デンタルクリニック 門前町２－３１ 65-５６１１

外科 かにえ整形外科 伏原町7－17 ｱﾙﾋﾞｵﾝ西宮1F 64-6500

小児科 村上こどもクリニック 長田町1－20 69-0335

眼科 今泉眼科 両度町6－22 ﾍﾞﾙｼｬｲﾝ西宮203号 68-4122

耳鼻咽喉科 河野耳鼻科 北口町17－18 67-3311

皮膚科 ねもと皮膚科 高松町4-8 プレラにしのみや3階 42-7351

脳神経外科 たけはしクリニック 門戸荘14－21 ｴﾎﾟｯｸ門戸1F 53-4114

（19）緊急時における対応方法

入所児童に体調の急変等の緊急事態が発生した場合は、速やかに保護者の緊急連絡先

等に連絡します。受診する医療機関については、病状や発生状況により適切な医療機関を

決定します。救急対応が必要な場合は救急車を呼びます。園内にはAEDも設置していま

す。保護者と連絡がとれない場合には、児童の安全を最優先させ、当園で必要適切な対処

を行いますので、あらかじめご了承願います。

【管轄する消防署】

消防署名 西宮市消防局 瓦木消防署

所在地 西宮市高木東町１５番１１号

電話番号 ０７９８－６６－８２８６

【管轄する警察署】

警察署名 西宮警察署

所在地 西宮市津田町３番３号

電話番号 ０７９８－３３－０１１０

（20）非常災害対策

防火管理者 園長 梅村 新

消防計画届出 2019年 4 月新園舎完成時更新

避難訓練 毎月1回実施。各回火災、地震、洪水、不審者進入等のいず

れかを想定し、避難、救出、その他必要な訓練を実施。

防災設備 県警ホットラインの設置、SECOMによる安全管理

避難場所 状況に応じて 園庭、園舎2階・屋上 、西宮市立高木小学校等

緊急時の連絡手段 よい子ネットを通じた情報発信、電話、正門に表示
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(21) 児童虐待防止のための措置

当園は、利用乳幼児の人権擁護、児童虐待防止のため、職員に対する虐待の防止を啓発・普及するた

めの研修等を実施します。 必要に応じて関係機関と連携・協力して対応します。

「児童虐待の防止等に関する法律」及び「児童福祉法」が改正され、児童虐待の防止について、保育所、

学校等は重要な役割を担っています。子供に心配なケガやあざがあった場合には、法律に基づいて市に

通告する必要があります。（虐待かどうかを判断するのは、保育所や学校等ではありません）。市に通告

することにより、子供と保護者を支援するために関係機関で連携を図ることができ、その家族をサポート

する体制を整えます。

（22）相談・要望・苦情窓口

【要望・苦情等への対応方法】

保護者等からの相談・要望・苦情に適切に対応するために、受付担当者、解決責任者、第

三者委員等の窓口を設置し、連絡先を掲示します。それぞれに必要な措置を講じます。

（23）賠償責任保険の加入状況

以下の保険に加入しています。

保険の種類 日本スポーツ振興センター

保険の内容 入所児の災害（負傷、疾病、障害又は死亡）が発生時、災害共済

給付（医療費、障害見舞金又は死亡見舞金の給付）

保険の種類 共栄火災海上保険

保険の内容 普通傷害保険、 生産物賠償責任保険

施設所有者賠償責任保険

（24）個人情報の取り扱い

入所児及びその保護者等に係る個人情報については適切に管理し、以下の目的のために必要

最小限の範囲内において使用いたします。

(1) 小学校への円滑な移行・接続が図られるよう、卒園に当たり入学する予定の小学校との

間で情報を共有します。

(2) 他の保育所・こども園等へ転園する場合、その他兄弟姉妹が別の施設等に在籍する場合

において、他の施設との間で必要な連絡調整を行います。

(3) 緊急時において、病院その他関係機関に対し必要な情報提供を行います。


